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Read the following article aloud.

Japan is preparing to release three new banknotes in July. One of these features Eiichi Shibusawa, 

recognized as the "father of modern Japanese economy." The primary objective behind this release is to 

combat counterfeit currency, following a significant decline in such bills discovered in 2023. Factors 

contributing to this decline include the increasing prevalence of cashless transactions and reduced use of 

physical cash.

Historically, Japan has faced notable counterfeit currency cases, like the Chi-37 incident, which involved 

sophisticated fake 1,000 yen notes. The Ministry of Finance is introducing advanced anti-counterfeiting 

measures on the new banknotes, including a pioneering 3D hologram and UV-reactive ink. Despite these 

advancements, concerns persist regarding state-sponsored counterfeiting, exemplified by the nearly perfect 

counterfeit 100 US dollar "supernotes" linked to North Korea. 

In response to societal shifts towards cashless transactions, electronic money systems like Suica and ICOCA, 

alongside QR code payments, have gained significant popularity. These systems are used for a wide range of 

everyday payments, from subway and train fares to purchases at convenience stores. QR code payments, in 

particular, have rapidly gained popularity as a more convenient and faster payment method compared to 

cash.

Law enforcement remains vigilant against counterfeit currency, adapting to cybercrime threats targeting 

digital payments and cryptocurrencies. 

Source：Counterfeit Currency Outdated Against New 3-D Banknotes and Cashless Transactions
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Article1.

Counterfeit Currency Outdated Against 
New 3-D Banknotes and Cashless Transactions

7月に紙幣のデザインが変わりました。一万円札のデザインは40年ぶりの変更とのことです。偽造紙幣防止のために最新技術を取り入れた新
紙幣のデザイン。キャッシュレス化が進む中で偽造紙幣は減っているものの、問題は多様化・深刻化しているようです。

本ページは出典ニュース記事を要約した英文です。

https://japan-forward.com/counterfeit-currency-outdated-against-new-3-d-banknotes-and-cashless-transactions/
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Key phrases and vocabulary

First repeat after your tutor and then read aloud by yourself.

1. primary 最初の、一番目の、基本の

I enrolled in the course with the primary aim of improving my English speaking skills.

2. prevalence いきわたること、普及、流行

The prevalence of smartphones has changed how we communicate significantly.

3. counterfeit 偽の、偽造の、見せかけの、（～を）偽造する、偽物・偽造品

She found out that the market was full of counterfeit designer handbags.

4. persist 存続する、生き残る、持続する、根強く残る、しつこく主張する、あくまでやり通す

The rain persisted throughout the day, making outdoor activities difficult.

5. vigilant 油断がない、警戒している、～を怠らない、用心深い、（危険などに）気を配っている、慎重な、緊張感を持った

As a parent, you need to be vigilant about what your children are exposed to online.

2.

Questions3.
Read the questions aloud and answer them.

1. Who is featured on one of the new banknotes, and why is he significant?

2. What factors have contributed to the decline in counterfeit currency?

3. Do you prefer using cash or electronic payments like QR codes? Why?

4. How do you think the increasing use of cashless transactions affects everyday life 

in your country?

5. In your opinion, do you believe cash transactions will disappear in the future?
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日本語関連記事：
偽造紙幣はかつての３０分の１ 過去には未解決事件も
背景にキャッシュレス化の進行

「近代日本経済の父」とされる実業家の渋沢栄一の肖像を使用した一万円札など３種の新紙幣が７月に発行され
る。最大の理由は偽造防止だが、警察庁によると、昨年発見された偽造紙幣は６８１枚で、２０００（平成１
２）年以降でみるとピーク時の３０分の１にまで激減している。キャッシュレス化が進み、日常生活で紙幣に触
れる機会が減ったことも要因とみられるが、過去には未解決の偽札犯罪もあった。世を騒がせてきたガンペイ
（警察用語で偽札）の歴史とは－。

警察庁の統計資料によると、偽造通貨（偽札）の発見枚数は平成１２年で４２５７枚だったが、２年後の１４年
には２万２１１枚と急増。１６年には２万５８５８枚に達した。その後は１９年の１万５７７９枚を最後に激減。
令和に入って以降は元年の２８８７枚から右肩下がりが続いている。

財務省関係者は「新紙幣の発行は平成１６年以来、２０年ぶりだが、紙幣を不定期に切り替える最大の理由は時
間をかけて研究され偽造をされないため」と前置きした上で「今回は世界初の偽造防止技術となる３Ｄホログラ
ムを採用した」と自信を見せる。

これは、傾けると肖像の向きが変わってみえる技術。ほかにも、極めて精細な透かしや紫外線で発光するインク
が導入された。

警察幹部によると、昭和３６年に発生し５１年に時効を迎えた「戦後最大の偽札事件」と呼ばれるチ－３７号事
件など、経済成長期は技術レベルも完成度も高い偽造紙幣が出回る事件が続いた。

同事件では大量の偽造千円札が出回り、千円札の肖像が聖徳太子から伊藤博文に変わる契機となった。事件名の
「チ」は数字の「千」と似ているから、との説があり、３７番目に発覚した偽札事件という意味で、こう呼ばれ
ている。

ある警察幹部は「かつては利益追求より、印刷技術の実力を誇示するために精巧な偽造紙幣の作成に挑戦する職
人気質の犯人もいたと聞く」と話す。

１９９０年代から２０００年代初頭にかけて、日本ではコンビニエンスストアや家庭でカラーコピー機が急速に
普及。「手軽というと語弊があるが、安易なニセ札製造が相次いだ」（警察関係者）とされる。西暦でいうと２
００２～０４年にあたる平成１４～１６年の偽札の急増ぶりには、この影響があるとみられる。

その後の激減に大きく関連しているのが、社会全体で進んだキャッシュレス化だ。

平成１３年にＪＲ東日本がＳｕｉｃａ（スイカ）を導入すると、ＪＲ西のＩＣＯＣＡ（イコカ）、ＰＡＳＭＯ
（パスモ）など、プリペイド式の電子マネーが次々と誕生。近年はＱＲコードで決済する「〇〇Ｐａｙ（ペ
イ）」が続々と登場、急成長している。

加えて、クレジットカードの利用も一般化。シンクタンクの公益財団法人ＮＩＲＡ総合研究開発機構が昨年行っ
たキャッシュレス決済の実態調査では、５年前に決算手段全体の３１・０％だった「クレジットカード」が４
１・０％に増加。わずか０・７％だったＱＲコード決済は９・２％に急増している。

偽札は、国家秩序を揺るがす犯罪として古くから小説などのモチーフとなってきた。アニメ映画の宮崎駿監督の
出世作といわれる『ルパン三世 カリオストロの城』の舞台設定も偽札事件だ。

4.

出典：偽造紙幣はかつての３０分の１ 過去には未解決事件も 背景にキャッシュレス化の進行
JAPAN Forward
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日本語関連記事：
偽造紙幣はかつての３０分の１ 過去には未解決事件も
背景にキャッシュレス化の進行

警察関係者は「千円札のような身近な紙幣が狙われるケースは、キャッシュレス化で手間暇やコストに見合わな
くなってきている」としつつ「（北朝鮮が関与したとされる偽造１００ドル米札の）スーパーＫやスーパーノー
トなど、国家的な偽札製造は決してなくならないだろう」と推測する。

キャッシュレス社会では、ビットコインなどの暗号資産やネットバンキング口座、クレジットカードなど、犯罪
の標的も多様化した。警察当局が偽札への警戒を怠ることはありえないが「サイバー犯罪対策は待ったなし」
（警察関係者）なのは確かだ。

4.

出典：偽造紙幣はかつての３０分の１ 過去には未解決事件も 背景にキャッシュレス化の進行
JAPAN Forward

日本を英語で伝える

Weekly News Digest
ニュースディスカッション教材

X

本ページは出典記事原文の日本語訳です。本教材の要約英文の日本語訳ではありません。

https://www.sankei.com/article/20240604-U3UQOCB6YZPEVH636UX6DZMZP4/

